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新しいワクワクを創りだそう。100 年先の未来へ。 
「神山ガウディプロジェクト 2020-2120」 始動について 

 

 この度、四国大学と認定 NPO 法人グリーンバレーが共催し、神山町の山々を超長期間（例えば 100

年）学生が中心となって開発し、新たな田舎の暮らし、産業を生み出すことにチャレンジする“ガウデ

ィプロジェクト”を始動させます。 

 本プロジェクトの舞台となる神山町は、他の中山間地域同様、林業を中心に栄えた地域であり、ひと

昔前の世代が植えた杉や檜が価格低下により放置されています。こうした資源が植生する山々が未活用

の状態にあり、生態系の不均衡など更なる問題を引き起こしています。 

本事業はこうした中山間地域ならではの地域課題や、人口流出といった地方が抱える課題に対し、大

学と地域NPOが腰を据えて真剣に向き合い、学生、地域の手によって再生を目指す事業です。 

プロジェクトを通して、学生と地域に眠る知識や技術との接点を増加させ、郷土愛を育みながら、そ

こに暮らす人々から知恵や技術を学ぶ機会を創出していきます。新たな田舎暮らしや産業創出を模索す

る場を提供することで「若年人口の流出防止」「地域ならではの新たな産業の創出」といった地域の課題

を解決することを目的とします。学生達自身が主体的に自分達の手で地域を望むかたちに導き、新たな

暮らしや産業を生み出し、若い世代が土地を継承し続ける仕組みをつくることを目指しています。 

 

本件のポイント 

 

○徳島県が抱える“人口流出”や“森林の利活用“といった課題に対し、正面から向き合った企画であり、若

者の地域への定着、森林の整備・活用の新たな手法として、全国の中山間地域の地方創生モデルとなるこ

とを目指した事業です。 

○各プロジェクトに産業創出の視点を課すことにより、新たな産業、雇用を生み出す可能性を期待しています。

特に観光面でのコンテンツ開発を期待しています。 

○大学と NPO 法人が企画し、学生達が主体的に“山”の活用を考え、開拓し、産業を創出していく“仕組み”

を創りだす取り組みは全国初のことです。 

◯アントニオ・ガウディのサグラダファミリアのように、県内外の共通の趣向や価値観を持つ人が参加するプロ

ジェクトとして、地域に愛されるプロジェクトをも目指しています。 

 

Press Release 



＜直近のイベント＞ 

イベント名：ガウディプロジェクトワークショップ  

内容：学生自身が神山町の現状（機会、課題など）を知り、開拓候補地を見ながら、自分達は何が

したいか？ 何をするのか？ 実行に向けたアイデアを出すワークショップです。 

開催期間：3月 23日（土）～3月 24日（日） 

開催場所：神山バレー・サテライトオフィス・コンプレックス（徳島県名西郡神山町下分字地野４９－１） 

当日のスケジュール：（別紙チラシを参照ください） 

 

今後の予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報道関係者の皆さま 

 地方衰退の根本的な課題に真正面から向きあったプロジェクトです。地域の皆さまの協力なくして成

立しない事業ですので、広く取り組みを知っていただきご支援いただきたいと願っております。 

つきましては、準備やワークショップ、今後のプロジェクトの様子など取材を賜りたく、ご検討くだ

さいますようお願い致します。 

 

＜本件に関する問合せ先＞ 

四国大学 社会連携推進課ＣＯＣ＋ 担当：吉田 

TEL: (088)665-9953 

MAIL: sudachisuishin@shikoku-u.ac.jp 
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